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 本文書は、「２００４～２００５ アメリカンフットボール公式規則・公式規則解説書」（２００４．

７．５発行）の内容の訂正を公報するものである。 

 

 
記 

 

（１）公式規則条文に対する追加 

 

対象篇章条 ：６－４－１－ｃ 
 
追加後の条文 ：キックチームのプレーヤーは、レシーバーとなる可能性のあるプレーヤーがボー

ルにタッチする前かタッチと同時に、そのレシーバーに接触した場合、妨害の反則

である。（Ａ．Ｒ．６－４－１－Ⅱ、Ⅲ、ⅦおよびⅨ） 疑わしい場合は、妨害の

反則である。 
 
説 明 ：上記条文の下線部分を追加する。 
 
 
（２）罰則一覧に対する追加 
 
対象箇所 ：公式規則・罰則一覧 「１５ヤードの罰則」（R－１５２頁）の「６５ 交代を装

う」の次の行の間 
 
追加の項目 ：キックをキャッチする機会の妨害・・Ｓ３３、６（篇） ４（章） １(条) ９２（頁） 
 
説 明 ：上記項目を対象箇所に追加する。 
 

 

以 上 

公式規則公報は、日本アメリカンフットボール協会制定の公式規則書・公

式規則解説書の記載内容の解説、例示、変更を行うものである。今後とも

必要に応じて適宜発行される。 


